
 

船舶インシデント調査報告書 

令和２年１１月４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 座洲 

発生日時 令和２年５月２４日 １６時４０分ごろ 

発生場所 香川県高松市高松港内 

 高松港朝日町防波堤灯台から真方位１１２°１.２海里付近 

 （概位 北緯３４°２１.２′ 東経１３４°０４.８′） 

インシデントの概要 プレジャーヨットSEAFARAR
シーファーラー

Ⅱは、南進中、浅所に座洲した。 

インシデント調査の経過 令和２年６月１７日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーヨット SEAFARARⅡ、５トン未満（長さ１０.１ｍ） 

 ２５３－１０２２９香川、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の末期、潮高 約４０㎝（高松） 

 インシデントの経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者３人を乗せ、高松港沖での

クルージングを終えて帰港することとした。 

本船は、船長が、香川県高松市詰
つめ

田
た

川河口入口付近で生じたセール

の不具合を直しながら、約２～３ノットの対地速力として機走により

南進中、同河口付近の浅所（以下｢本件浅所｣という。）にセンターキ

ール下端部が座洲した。 

 本船の喫水は、船首約０.５ｍ、センターキール下端約１.５ｍ、船

尾が約１.０ｍであった。 

 船長は、本件浅所の存在は知っていたが、本件浅所に接近している

ことに気付いていなかった。 

分析  

 

 本船は、南進中、船長が、セールの不具合を直しながら航行したこ

とから、本件浅所に接近していることに気付かず、本件浅所に座洲し

たもの考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が南進中、船長が、セールの不具合を直し

ながら航行したため、本件浅所に接近していることに気付かず、本件

浅所に座洲したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、浅所付近を航行するときは操船に専念すること。 

 


